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原発NO!公開購演会
2018年４月１日（日）岩手大学学生センターＡ棟G１大鹿肇室

講演資料
｢原発廃止！～地球科学の研究者の視点から」

齋藤徳美さん
(岩手大学名誉教授・同大学地域防災センター客員教授）

＜ 講 演 会 プ ロ グ ラ ム ＞

１３：３０開会
１３：３０開会の挨拶
１３：３５講師紹介
１３：４０講演
１５：００質疑応答
１５：２５閉会の挨拶
１５：３０閉会

- -- - -

主 催 原 発 か ら の 早 期 撤 退 を 求 め る 岩 手 県 学 識 者 の 会

後援日本科学者会議岩手支部、自由法曹団岩手支部、岩手県反核医師歯科医
師の会、岩手県保険医協会学術文化部、岩手大学教職員組合、三陸の海を放射
能から守る岩手の会、岩手県生活協同組合連合会、岩手県消費者団体連絡協議
会、いわて生活協同組合、岩手大学生活協同組合、盛岡医療生活協同組合、
岩手県学校生活協同組合、岩手県革新懇（順不同）
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齋藤徳美さんのプロフィール

1945年秋田市生まれ。
東北大学大学院工学研究科博士課程修了（工学博士）。
岩手大学教授・理事・副学長、放送大学岩手学習センター所長
を経て、現在は、岩手大学名誉教授、同大学地域防災研究センター
客員教授。専門は地下計測学・地域防災学。

1998年岩手山の噴火危機に際し地域が連携した火山防災体制の構築
を先導。東日本大震災以降は岩手県の復興計画の立案と進捗管理に貢賦
また、豪雨災害時に市町村を支援する岩手県風水害対策支援チームの創設
に尽力した。

著書に、「地域防災・減災、自治体の役割」（2005)、「岩手山噴火危機対応
の記録」（2005)、「岩手の大地に抱かれて生きる」（2014)など。
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2018,4,1『原発NO１公開議演会』､岩手大学G１大購義室

Kプロローグ。
50年前､青臭い大
学生の議論～今
こそ正しかった

原発廃棄！～地球科
学の研究者の視点から

岩手山の火山活動に関する検討会座長
岩手県津波復興委｡総合企画専門委員会委員長

岩手県風水害対策支援チーム
元岩手県活断層鯛査検酎委員会委員長

齋藤徳美

出来の悪い人類が手を染
めていけない分野
1 ,遺伝子操作
Z , 核
神の手に委ねられるべき

で、原発､被災７年後
～首の皮訶枚でつ
ながる危うい現状
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福島原発
3,11の恐
怖を忘れ
てはいま
せんか？

炉心溶融
何が起き
るのか

０１１０１日１１８趾ｎＭ匹Ⅲ畠副かいり凸吋画し凡や帥日
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忘れてはならない
３．mの教訓

原発の可否
持続可能な社会づくり

"ひと"の任務～子孫に未来
を残す､政治は理想に向か
うべき̅当時からの齋藤君の主張
１，脱原発10万年後まで､孫子に汚染
をツケ回す人でなし

2､理想憲法70年間武力行使しない日本
3,食料の自給TPP
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放射線は
DNAを切断

少量なら体に良いなど迷憧

吟
ラドン･ラジウム温泉
の効能は証明されず浴びないに越し

たことはない

図3.1ウラン235の核分裂の徹子。ウラン235が中性子を吸収すると不安
定になり､すぐに二つの原子核に分裂する(この図では､お劇撫みのセシウ
ム137が作られる反応を示した)。この際に平均で2,3個の中性子が外に飛
び出してくる。この核分裂を次々 と連鎖的に引き起こすのが、核分裂の連鎖
反応だ。

図4'５DNAはこのようなﾗｾﾝがずっとっ＃がった長い分子｡ここでは、
臓搬によってDNAの二本の鋤鞍とめて切断された郷をﾏﾝｶ的に描
いた｡WikiPedia掲職の図(剛曲ardWllaler(Zep坤瑚により鋪)を
加工した。
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核種 記号、半灘懇鬮壊の際に出る職射錦「
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福島原発から
漏れた放射能
汚染の広がり
北は盛岡郊外まで

群馬大学早川由紀
夫教授(2012年７月
版）

１ し発電所別固体廃棄物の貯蔵塁および貯蔵謹備の空き容量(2009年度）､f鞭
(独立行政法人原子力安全鑿鍵樫燐ｳｪﾌｻｲﾄ｢固体廃棄物貯遜剰）原発建屋に貯蔵

されている使用
済核燃料
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水槽が壊れたら
冷却不能､周辺の
原発､各地の原発
と核の連鎖で日
本は汚染列島に

Ｏ ５ ｑ , “ Ｃ
地図で醗む東日本大歴災､成美堂出版､2011年
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論銚錘霧造言うべ毒
核の連鎖
1号機から２．S"4号機へ
全国の原発へ

国土は放射能まみれ
～日本壊滅へ
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日立の英･原発”日本政府が全顔補償検討か“,？““1蟻7）

サイトー<んの一句
｡｢懲りもせず反省もなく

再稼動｣(論外の5mの津波想定で日
本壊滅の危機の教訓はまるで生かされず）
"｢戦中に生まれて､死ぬも戦
中？｣(ｻｲﾄーは､昭和20年３月3旧､戦
中生まれ､次の戦時に死ぬことになるかも）

日立の英
原発に２
兆円債務
保 証 ；

？原発事業で破
綻した東芝の
実例
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やってみな朝日新聞の歌壇にも似た投句があり､危慎することは皆同じ

と痛感しました。
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世界の地震の分布発生する場所は限定
1988年～2007年

気象庁作成､地屡禰査推進本部パンフレット(2010年）

世界の火山の分布地震と類蝋闇備ﾎーﾑﾍ゚ ｼー゙ 世界のプレート境界
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地震囮香稚遣本部パンフレット(2010年）
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地震のﾀイプ☆地震は騒層濯勤で ★活断層
地震は筒じ断層で繰り返し発生する海のプレート

〆

｡最近(数十万年)のうちに､繰り
返し地震が発生し､今後も活動
して地震を引き起こす可能性の
ある断層

地屡がわかる､地震鯛査研究推進本
部

活断層だらけの
日本
全国で2000以上
未鎚の活断漕も
多数？

事北鍵室の主｜な活断層

岩手県～北上低地帯
西縁断層帯
宮城県～長町利府線
断層帯

全国で2000以上
朝日新聞､2012年９月1日

新編日本の活断層､東大
出版会(1991年）

土

一『．《
岩手県内の
主な活断層 蝿

氏

嚇零

圏本には2"@
箇所以上､全
霞にある
岩手の活断層､岩手県
(1998年）
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地球科学に関わる研究者として
「斎藤』は幸いか不幸か？

☆たった45年の研究者人生で
，１、岩手近郊で2度も未知の活断
”層に遭遇

堂､岩手山噴火危機対応
☆３，平成の大津波に対時

諏 争 ＆ 垂 唾 … “ 紺 酷 司 一 Ｆ 角 ＆ 回 ､ … . ■ 牙 号 、

雫石で震度ら弱’
- -

岩手県内陸
北部の地震
1998年９月３日 岩手山中心に強い地繊闘鶏殿
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活断層調査での経験原発敷地の活断層
１，危険度の評価は難しい１，認識の甘さ､露呈̅な
2､見えない活断層の存在誘宗を引っ剥がしても調べなかつ
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研究者の"カン,,
掘れば出てくる活断層

安定山塊以外、日本中活断層
だ亀けかも？
少なくとも、日本は原発不
敵地であった

活断層が動くのは
千年後かもしれないし
明園かもしれない

動いたらアウト！

眉１．．動員も卸や．”｡，ｒ■ぬ"族

大飯注目の活断層調査Ｉ
国
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＝、 - . - . .麹早◎12塁澤年'1全月１１８”亀厘邑..．鞆 紐EX2 一 ? 凸 ＝ 墨

← - - マ ー ー ｡ - 一- ■ 一 一

大飯原発敷地内
F6断層
誰が見ても
活断層､地すべり？
動くのは何千年
後かも知れない
が､明日かもしれ
ない。日本の大
地と国民を賭ける
か！覚悟の上か。

朝日新聞､2012年10月28日

算大敦賀廃炉の公規制委､来月２日現地入り
敦賀も
D1は
活断層
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反神大露災樋に活断層が起こした可能性、
らるマグニチュードＢ以坐の圭江地罷

阪神淡路大震災以降
１４回のM6以上の地
震は､警戒外の活断
層で発生

当E臓圃一地雲発生砲率が高いか、
都市に近い主な活断閥研■ ･ ﾛ 咀 司 ■ 暦 ■ 手 で ■ .

…死傷者散う．．：
雲謬行方不明錘筆市民の立場はそれとして、

EartilScientiSt,
CM!匿醐璽航鶴『としての
意思表示をすべき
研究者斎藤の良心､遺言

蝋綱綱蝿迩

由

､．函4碗火
例年10月

’

1997,3鹿児島県北西部M6.6
2000,１０鳥取県西部M7.3
2004,１０新潟県中越M6.8
2005,3福岡県沖M7.2
2007,3能登半島沖M6.9など 四

報蕊
八

朝日新聞､2012年９月１日 瀞rｌ
懸旦

2008年時の震度6以上
の地震発生予想確率東京大学島崎教授の釈明、(文科省地

震調査推進本部)、『地震学会誌』65-1
（2012年｡９月）

ゲラー教授‘長期予測は当てにならない"の指摘
する9地震､本来比較すべきでない(3地震)、
長期予報の対象外(4地震）

今回のM９は含まれない
M7以下(中越｡長野県西部地震)対象外､岩手。
宮城内陸地震は短い活断層で対象外～対象
外？

過去になかったものは将来もないという固定観念
が､誤った行政判断を招いた｡～寶醤転嫁？

"やＪ§F国辱…、3侭“ａ・玄涯、“，唖，乎呼■ へ
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城内陸地展
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太平洋沖地震
予測されていない
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全国地震動予測図への疑問
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『東北地方太平洋沖地震』
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【藤饗過去に例
･震度ﾌが複数回
･日奈久断層帯から布
多川断層帯へ拡大､さ
らに別府～放山断層帯
で誘発



碗

約360kmに及ぶ日本の弱線､中央構造線断層帯 数千年～数万年の自然現象に､我々
の地震観測はたった140年

知識と経験は余りに少ない､それ以
外の事象を想定外と呼ぶなら、

これからも多くの想定外
に遭遇する

畏怖と畏敬の念､未来社会鰯あり方再考日奈久断層帯から約40km南に川内原発
別府～万年山断層帯から約70km東に伊方原発

3,火山列島日本～
破局的噴火は明日
かも

｢葉扉萄、罰

̅
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土井さん夫妻が撮影した黒倉山最大級噴気
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鎚磯爵齢造墨画識:蕊』

篭

蕊簿難霧霊

日本列島の地下でのマグマの生成と噴火 活火山とは☆マグマ噴火
マグマ水蒸気噴火変形した堆積物

過去概ね★で万年
以内に噴火した火
山および活発な噴
気活動がある火山

がいこう

地
殻

マ
ン
ト
ル

世界の火山百科図鑑､日本火山の会､柊風舎(2008年）

3種類の噴火
０

１

Ｊ

口一一
》一一一一 ◆喰火の#醗懸◆

ﾔ読蕊蕊磯 医 一 琴
|ﾏｸﾏ跡上昇し噴出’
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噴火予知の5要素～噴火の多様性、
1,いつ噴火するのか
2,鱈こで噴火するのか
3,醤鰯くらいの螺模の噴火か
4,☆醤鱒ような噴火か
5､いつまで続くか

異常な徴候は捕えられても正確
な予測は難しい
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岩手山火山防災ハンドブック､岩手山火山災害対策検討委員会(1998年）

噴火警戒レベルとその問題点
気象庁､2007年１２月１日から防災情報に踏み込む
土石流は対象外｡事前に設定できなければ､｢警戒』にならず。

そもそも､火山学､観測体制､人材とも不十分。
５避難（噴火警報､居住地）
４ 避 難 準 備 同

市町村の避難勧告との連携体制
Ｂ入山規制（噴火警報､火口周辺）
２ 火 口 周 辺 規 制 同
１平常｢活火山であることに留意』と変更（噴火予報）

緑信号と誤解

噴火の前兆現象
１，火山性地震､微動
2,地殻変動
3,磁力低下､地下水温度上昇
4,火山ガス二酸化炭素.☆硫化水素.二酸化硫黄

マグマの上昇や熱水の移動などで､地震や微動
が発生し､山体が膨張する｡規模の大きい噴火は
前兆が捕えられる。

3．燗以降日本の火山活動は活発化？東北の火山
防災実務に踏み込んだ
気象庁の｢噴火警戒レベ
ル｣の落とし穴
わからない火山活動を、
わか唾やすくという矛盾

甲

Ｉ
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｜閨旱草津白根噴火
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噴火警報の的中率
予 知 に 成 功 ５ 例
予知に失敗(空振り）２６例
的中率５ﾉ31=約16％

予知に失敗(見逃し）１３憐
事前警報の役割果たもていない

峨細画裡111の硫火地点と副淘荊・廐流牢

水蒸気嬢尭些マハ鯉宛の迎い
氷 Ｆ 輌 値 蛇 ム 寺 ク マ 麹 跡

岩手県立大学､伊藤英之教授の分析
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火山防災協議会の業務灘離鶴實僚が錨い
噴火史も不確かな火山で､どうシナリオを描き､マップを作成し､観測も不十分な
火山で､事前対応困難なレベルを運用し､避難でどう安全を守るというのか。

国は火山法を改定
５０火山周辺の129市町村を『火
麹災害薑戒地域』に指定

･関係市町村､気象台､警察､消
防､火山専門家らで『火山防災
協議会』設置を義務化

･火山ハザードマップ､噴火警戒レ
ベル､避難計画の策定を義務化

火山防災協議会,……………………_‘………烈鰄星撫閣鐸…筆垂華置
コアグループでの共同義尉
鏥迩磨興.市町村､気象台.誌防部民.火山専門寂零により櫓虞

Ｉ
一 一 由 ◆ ● -

さらに､2017年11月17日『避難計画策定に手引
き改訂版｣配布

協議会が噴火時の対応計画を作成する際に
１，噴火警戒レベルが事前に引き上げられた場合
2､突発的に噴火した場合(fか烏2,3)
3,事前にレベルが上げられないまま居住地に影
響を及ぼす噴火が起きた場合(2または3から5)
を想定するとしている

そもそも､警戒レベルの基づく避難蔚画をと鞠基
本に矛盾､窪鎗体(協議会)への賓蕊転嫁であ
る｡噴火後の避難では命を守れない。

灘九州の第四紀
カルデラ火山
阿蘇カルデラ､30万年#三4回

鬼界など７０万年に数園
津
一

■ h ■

1万年ごとに確局的
噴火､九州壊滅̅明
圃かも知れない

串 毒
…

皐 蒙
壷 一 己

石黒輝､死都日本､講談社
(2002年）
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原発核ゴミ処分適地マップ公表岩手日報､20,7,7,29
埋設自治体には交付金
原発誘致地には電源三法による交付
金｡補助金と同様の発想､シャブ漬

さすがに立地希望なく
国が適地評価し､霞策とし
て進める方針

体曜日)･吋;:‘,､堀麹 郡⑨ｅＢ畔』，‘畑Ｗソ

5､岩手も処分場候補
～廃棄物は､国会。
都庁｡東電本社の地
下へ！国会入り口へ
墓碑銘を

遠野市に地｜
層処分調鐵
の打診齋藤鯨
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増田知事･本田
遠野市長と撃退
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》

岩手日報、
2006年11月30日
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かつて､釡石鉱山跡も
核処理実験場の候補
に～撃退
堅硬な岩盤と港湾隣接

Ｍ《》和40陸Ｈ１

釡石に
も活断
層？

鼎9.3Ｃ‘

“ハ』馳行・雑グ．燕ハ・ｍｅ噸・・“・岬

６
。
■
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Ｏ
〃.、
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COO“””88髄０，乗宛見の活斫周が存在する可総性がある地域
一 既 知 の 活 断 層土井宣夫氏作成

便利のツケ､国民の1人として役割
分担も可
国会の議事堂｡東電本社｡都
庁の地下にも埋設
国会議員は､墓碑銘の前で
反省してから議事堂へ

Kエピローグ。
私たちの未来責任

改めて
ﾋﾄが生きるは種の保全､未
来の子孫により良い社会・
環境を引き継ぐこと｡『私た
ちの未来責任』『富然に生か
されていく』私達。
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地球46億無蝿史,;■#『二『：
生き壷活馳馳震自火哩郵
その息鞭き戯自然災欝

人類20⑨蕊年ご暦2000年i

1954年東宝
シリーズ1作

このまま水爆実
験(原発)を続け
たら､第２､第憩
のゴジラ鴨島）
が出現しないと
保証できようか。

１

１

喪怖と墨敬の念を、
恐れず侮らず陸の夜明け
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溺に失い、さらに日本の恥に同じ主張を繰り返へまで核のごみをっけい燃料は、貯留水槽が国の寅任で管理する国の蔀を埋殴し、過ち

函窪謂蕊砺蕊葺憾、でぎた壱睦適んで陰いけな乗香、それで纏わり蓬鯉鱈すべきで壷る．扇れ去らぬよう塞驚

回す人でなしの道を私損傷したら、私たちのの直輔地、いわば天領の責任と管理の徹底を
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描かれたとされる日本て県内の活断層の調断酒の危険性を判断する。日本の安全という迦択を推進する寅務を

川各地の原発建屋に貯崩壊の危慎は今も菱わ査、解析に携わった。ることの難しさを身を根源的な課題に関して負うと、あらためて痛

３留されている格納容器ることなく、刃は喉元多額の愛用を愛やし、もって体験した。灰色はクロとみなさな感する。
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火
危
機
対
応
の
最
中
に
発
が
稼
働
し
て
、
た
か
だ
か
教
授
師
蟻
）

大
飯
、
敦
蛮
（
と
も
に
貯
留
槽
が
壊
れ
れ
ば
、
全
な
ら
な
い
．
の
委
愚
を
務
め
る
複
数
の
生
し
た
１
９
９
８
毎
享
如
年
余
と
い
う
短
期
間
の
一

福井塁、東通（青森国に核の連鎖を引き起福鴎原発のメルトダ専門家の英知をも結集離職鮒灘綜誇繩盤潔避

心
県
）
、
柏
崎
刈
羽
（
新
潟
こ
し
か
ね
な
い
。
ウ
ン
し
た
核
燃
料
の
取
り
し
た
。

身

県）と、原子力規制委日本は崩壊し、国民出しは技術的めどすらしかし、准一、トレだ２００８羊吉手・宮グーどＡう也竃菫回生一

2１危
険
性
が
疑
わ
れ
る
断
圏
流
浪
の
民
と
つ
が
っ
た
危
険
な
状
況
で
緑
断
圃
帯
に
お
い
て
も
、
引
き
起
こ
さ
れ
た
地
窪
に
る
。
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が存在した。

活断贋ではないと断

言して建設、運転を続
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力
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性
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三
％
の
活
火
山
が
集
中
す
る
世
界
神
話
の
再
来
で
、
国
民
に
地
臓
ぱ
出
て
く
る
活
断
層
」
と
す
ら
こ
と
は
、
こ
れ
以
上
廃
棄
物
を
「
未
来
寅
任
」
を
背
負
っ
て
い

雍一でも有数の変動帯に位冠処分を容認させるための思える．増やさないために原発を廃ることを改めて肝に銘ずる

’
し
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そ
も
そ
も
原
発
不
適
地
で
「
印
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操
作
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で
は
な
い
か
と
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
や
十
和
田
力
止
し
核
廃
乗
物
の
埴
加
を
抑
え
べ
き
で
あ
る
。

Ｊ１
あ
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た
。
そ
の
国
土
に
、
＋
数
の
疑
問
を
泡
か
ざ
る
を
得
な
ル
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の
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広
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囲
な
る
こ
と
、
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究
者
・
技
術
者
を
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盛
岡
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名
誉
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捜

何
万
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う
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の
遠
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な
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よ
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し
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に
保
持
す
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岩
手
大
学
で
の
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原発から出る高レベル放ことなど容易でないことった釦年の研究者生活で、Ｉグーで生じるといわれてむことである。

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
は
、
地
球
科
学
に
沸
わ
る
者
で
１
９
９
８
年
岩
手
県
内
陸
北
部
い
る
。
地
震
観
測
は
た
っ
た
の
性
懲
り
も
せ
ず
反
省
も
な

適地を示す「科学的特性マあれば誰しもが昼つことでの地躍２００８年岩手。１４０年、そこでの知餓やく、なし崩しに再稼働して

ツ
プ
」
が
公
表
さ
れ
た
。
し
か
あ
る
。
宮
城
内
陸
地
震
と
２
度
も
未
知
経
験
以
外
の
事
象
を
想
定
外
と
は
い
け
な
い
。
国
を
適
滅
の
危

し、好ましいとされる区暦は２千年、機減文明はの活断届に道遇した．全国するなら、一」れからも想定機にさらし、福島の住民を

域
が
国
土
の
７
割
と
広
大
な
２
５
０
棗
テ
レ
ビ
印
鋸
携
．
で
約
２
千
の
活
断
圃
が
知
ら
れ
外
は
多
発
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
苦
し
め
続
け
て
い
る
原
発
を
推

駕
鴬
蓬
識
蕊
議
難
懸
謹
蕊
鑿
震
譲
驍
塗

一
連
の
地
震
・
推
移
は
何
と
も
言
丞
な
い
』
と
の
時
間
軸
の
違
い
を
撫
感
さ
せ
活
断
臓
か
ら
北
東
に
、
四
国
さ
ら
し
た
福
島
原
発
の
敏
訓
は

一

一

撫

一

は、震腱７が

２度も発生し

たこど、酔舞

公断■帯から

隣鐘する諦畔

一

８川断属帯に地

疾
の
連
鎖
が
鉱
大
し
、
さ
ら
に
振
り
返
れ
ば
私
た
静
は
、
つ
ど
自
然
災
害
は
生
き
て
い
る
地
近
く
に
は
伊
方
原
発
が
あ
る
。
来
の
社
会
の
在
り
方
を
再
考
せ
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動
は
低
下
せ
ず
、
震
度
１
以
上
と
余
産
発
生
晒
率
の
公
頚
も
取
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
恵
味
で
く
の
想
定
外
に
遼
遇
す
る
こ
と
て
い
い
の
で
あ
る
つ
か
・
鏑
外

の
有
感
地
震
は
千
回
を
超
え
り
や
め
た
。
政
府
の
地
展
調
査
は
想
定
外
の
地
震
で
あ
っ
た
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
で
も
い
つ
く
き
５
脚
の
津
波

薦
委
員
会
の
専
門
家
も
岑
後
の
私
一
方
で
、
人
間
と
自
然
と
今
回
地
涙
壹
引
き
起
こ
し
た
想
定
で
、
国
土
壊
滅
の
危
搬
に

．…，……………．………・………：……●………．……・…………：………！、の後始末を無に走ることは鉾きれないと
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１
割
近
く
が
放
出
さ
れ
、
約
８
明
で
あ
る
。
マ
ッ
プ
は
、
安
全
は
疑
い
主
つ
が
な
い
。
詞
れ
し
か
し
、
ま
ず
、
今
な
す
べ
き
よ
り
良
い
社
会
を
引
き
継
ぐ

％
の
活
火
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中
す
る
世
界
神
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の
再
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で
、
国
民
に
地
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ぱ
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く
る
活
訴
因
一
と
す
ら
こ
と
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ｎ
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背
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い
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類
の
歴
て
い
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が
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内
陸
の
地
震
の
多
は
な
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な
い
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